
男女別労働力率を年齢階級別にみると，男性は30～59歳の各年齢階級で90％以上  

と高くなっている。また，女性は25～29歳と45～49歳を頂点とし，30～34歳を谷と  

するM字カーブとなっている。   

女性の年齢階級別労働力率の推移をみると，20～24歳は平成7年以降低下している  

のに対し，25～59歳の各年齢階級は平成：Z年以降上昇傾向となっている。M字カーブ  

の谷となっている30～34歳は，平成12年～17年は4．9ポイント上昇と，他の年齢階  

級よりも大きく上昇し，M字カーブの緩和が進行している。（表2－2，図2－1）  

表2－2 年齢（5歳階級），男女別労働力率の推移一全国（昭和45年～平成17年）  
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主要先進国の男女別年齢階級別労働力率をみると，我が国のように女性がM字カー  

ブを示す国はみられない。（図2－2）  

囲2－2 主要先進国の年齢l：5歳階級），男女別労働力率  
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1）軍人を除く。  
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2 65歳以上の雇用者数が増加  

一度力勧堀以上男脚数冒と一比べ紺I～  

15歳以上就業者数（6151万人）を従業上の地位別にみると，雇用者（役員を含む。）  

が5146万人（15歳以上就業者数の83．7％），自営業主（家庭内職者を含む。）が691  

万人（同11．2％），家族従業者が313万人（同5．1％）で，平成12年と比べると，雇  

用者，自営業主，家族従業者はそれぞれ1．6％，3．8％，10．7％の減少となっている。   

従業上の地位別15歳以上就業者数の推移をみると，雇用者は平成17年に調査開始  

以来初の減少となっている。自営業主は昭和60年以降減少が続いている。（表2－3）  

表2－3 従業上の地位，男女別15歳以上就業者数の推移一全国（昭和45年～平成17年）  
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1）従業上の地位「不詳」を含む。   2）「役員」を含む。  3）「家庭内職者」を含む。  
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従業上の地位別15歳以上就業者を年齢階級別にみると，65歳以上の雇用者数は  

252万人で，平成12年と比べると，44万人（20．9％）増となっている。   

65歳以上の雇用者を男女別にみると，男性は166万人，女性は86万人となってお  

り，平成12年と比べると，男性は24万人（16．6％）増，女性は20万人（30．1％）増  

となっている。（表2－4）  
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1）従業上の地位「不詳」を含む。  2）「役員Jを含む。  3）「家庭内職者」を含む。   

65歳以上の雇用者を前期高齢者（65～74歳）と後期高齢者（75歳以上）に分けて  

みると，前期高齢者は214万人と，平成12年と比べ33万人（18．2％）増となってお  

り，後期高齢者は38万人と，12年と比べ11万人（39．1％）増となっている。   

65歳以上の雇用者は，前期高齢者，後期高齢者共に男性が女性の約2倍となってい  

る。（表2－5）  

表2－5 65歳以上の年齢（2区分），男女別雇用者数の推移一全国（平成2年～17年）  
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（注）前期高齢者：65～74歳  
後期高齢者：75歳以上  
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表2－6 主要先進国の従業上の地位別15歳以上就業者の割合  
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ただし，日本は国勢調査の結果による。  
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1）従業上の地位「不軌を含む。  2）l役員」を含む。  3）「家庭内職者」を含む。  

16   



我が国の65歳以上男性の労働力率は，主要先進国に比べ特に高くなっている。  

（表2－8）  

表2－8 主要先進国の年齢階級，男女別65歳以上労働力率  
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の結果による  

3 臨時雇の雇用者数が増加  

嘲ば宥βく鉱産書の厨射吹きい～  

15歳以上就業者数（6151万人）が平成12年に比べ147万人（2．3％）減少する中  

で，臨時雇の雇用者数（761万人）は89万人（13．3％）増加している。   

臨時雇の雇用者数を男女別にみると，男性（263万人）が平成12年に比べ39万人  

（17．6％）増，女性（498万人）が50万人（11．1％）増となっている。 （表2－9）  
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臨時雇の雇用者について産業大分類別の割合をみると，「卸売・小売業」が20．1％  

と最も高く，次いで「サービス業（他に分類されないもの）」が17．9％，「医療，福祉」  

が12．4％などとなっており，第3次産業他）に含まれる産業の割合が大きくなってい  

る。（表2－10）   

（注） 第3次産業とは，産業大分類が「農業」，「林業」，「漁業」，「鉱業」，「建設業」及び「製造業」以外の  

産業をいう。  
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表2－10 産業（大分類），従業上の地位別15歳以上就業者数け全国（平成17年）  

就 業 者 数 （千人）   －【†「一′－－「   産 童 画奮り 呑 （東）面衰盲あ地位別割合（％う  
・l＋－－－・－－・－－－  －－」「  －－－－－－－－・一   

産業大分類 総数雇用者ぎ総 
1）2）  2〉 臨）2）僻雇  

1， 

女  3）25，79021，6184，9そ～1弓4・170 41・942・0≡65・441・5100・0 弧8書19・316・2  

‾ 

ー 

＿ 
＿＿ 

1）従業上の地位「不詳」を含む8  2）「役員」を含む。   3）「分類不能の産業」を含む。  



4 平均週間就業時間は41．2時間に減少  

γ舶味芳脛で観 女経で髄が置る長い－  

15歳以上就業者の平均週間就業時間は41。2時間で，平成12年の42．4時間に比べ1．2  

時間減少している。男性は45．7時間，女性は：弛．9時間となっており，男性が女性を10．8  

時間上回っている。（表2－11）  

表2－11従業上の地位，男女別15歳以上就業者の平均週間就業時間  

一全国（平成：し2年，17年）  

総数  
年次  1）雇用者  

1‾‾盲  男
り
 
 
 

“
者
 
 

‥
用
 
 

雇
 
 
 

女
‖
 
 

ニコ頂亘r  

常雇l臨時雇  
雇用者  J疫計  
；常雇 臨時雇  常雇 臨時雇  ▼ ‾ ー 

㌫丁㌫  這㌃五才ゝ▲云㍍8‡ま㌃誌；「㌫；㌦÷完ニ云8．2「  平成12年  

平成17年  37．8 36．0   41．241．143．6128．3 44．4 45．7 45．∈l！47．432．4 47．0 34．934．9 37．7・26．1  

1）「自営業主」，「豪族従業者」，「家庭内職者」及び従葉上の地位「不詳」を含む。  

男女別の平均週間就業時間を産業大分類別にみると，男性は「運輸業」が49．5時間  

と最も長く，次いで「飲食店，宿泊業」が4「7，5時間，「卸売・小売業」が47．4時間など  

となっている。 女性は「情報通信業」が39．2時間と最も長く，次いで「鉱業」が37．9  

時間，「金融・保険業」が37，7時間などとなっている。（図2－3）  

図2－3 産業（大分類），男女別15歳以上就業者の平均就業時間一全国（平成17年）  
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5 都道府県外からの通勤・通学者数が多いのは東京都，大阪府．愛知県  

～このラろ助祭への麿劫・遜学酌軌相軸物lら青物に～   

昼間人口（注）を都道府県別にみると，東京都が1507万人で最も多く，次いで大阪府  

が927万人，神奈川県が792万人，愛知県が737万人などとなっている。   

また，昼夜間人口比率（夜間人口100人当たりの昼間人口）をみると，東京都が120．3  

で最も高く，次いで大阪府が105．4，愛知県が101．8などとなっており，これら三大都  

市圏の中心部を含め17都府県で昼間人口が夜間人口を上回っている。   

一方，昼夜間人口比率の低い県をみると，埼玉県が87．8で最も低く，次いで奈良県  

が88．4，千葉県が88．5などとなっており，上記都市圏の周辺部を構成する県で低くな  

っている。   

昼夜間人口比率が高い東京都，大阪府及び愛知県について都府県外からの通勤・通  

学者数（流入人口）をみると，東京都への流入人口は301万人で，平成12年と比べる  

と3．4％減，大阪府への流入人口は73万人で6．2％減となっているが，愛知県への流入  

人口は20万人で6．7％増となっている。 これら3都府県への他県からの流入人口の推  

移をみると，平成12年は3都府県とも減少していたが，17年は愛知県が再び増加にな  

っている。 （表2－12，2－13）  

（注）昼間人口（従業地・通学地による人口）は，従業地・通学地集計の結果を用いて，次により算出された人口   

をいう。  

［例：A県の昼間人口の算出方法］  

A県の昼間人口 ＝ A県の夜間人口 ー A県から他県への通勤・通学者数（流出人口）  

＋ A県への他県からの通勤・通学者数（流入人口）  

なお，夜間人口（常住地による人口）は，調査時に調査の地域に常住している人口をいう。  

2（〕   



表2－12 昼間人口及び昼夜間人口比率一都道府県（平成12年，17年）  
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Ⅲ 変化する産業・職業構造  

l第3次産業の就鞘数脚妄続き忘加  

15歳以上就業者数（6151万人）を産業：∋部門（注）別にみると，第1次産業は315万  

人（15歳以上就業者数の5．1％），第2次産業は1592万人（同25．9％），第3次産業  

は4138万人（同67．3％）となっている。   

産業3部門別に15歳以上就業者数の推移をみると，第3次産業は調査開始以来増加  

が続いている。一方，第1次産業は昭和3・〕年以降，第2次産業は平成7年以降，それ  

ぞれ減少が続いている。（表3－1，図3－1）  

（注） 産業3部門に含まれる産業大分類は次のとおり（第1次産業：「農業」，「林業」，「漁業」，第2次産業：  

「鉱業」，「建設業」，「製造業」，第3次産業：前記以外の産業）  

表3－1産業（3部門）別15歳以上就業者数の推移一全国（大正9年～平成17年）  
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図3－1 産業（3部門）別15歳以上就業者の割合の推移ル全国（昭和45年～平成17年）  

第1次産業  第2次産業  第3次産業  
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主要先進国の15歳以上就業者数について産業3部門別の割合をみると，我が国を  

含む各国共に第3次産業の割合が高く，ほぼ同様の傾向を示している。 （表3－2）  
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2 就業者数が最も多い産業は「卸売・小売業」  

15歳以上就業者数を産業大分類別にみると，「卸売・小売業」が1110万人（15歳  

以上就業者数の18，1％）と最も多く，次いで「製造業」が1046万人（同17．0％），「サ  

ービス業（他に分類されないもの）」が875万人（同14．2％）などとなっている。   

平成12年と比べると，「医療，福祉」が104万人（24．4％）増と最も増加しており，  

次いで「サービス業（他に分類されないもの）」が69万人（8．5％）増，「不動産業」  

が8万人（10．2％）増，「情報通信業」が壬〕万人（5．2％）増，「教育，学習支援業」が  

6万人（2．4％）増とこれら5業種のみが増加となっている。一方，「製造業」が154  

万人（12．8％）減と最も減少しており，次いで「建設業」が91万人（14．4％）減，「卸  

売・小売業」が60万人（5．1％）減などとなっている。（表3－3，図3－2）  
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1）「分類不能の産業」を含む。  
（注）平成12年は，日本標準産業分類第11回改訂（平成14年3月）に伴う組替集計結果による。  
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図3－2 産業（大分類）別15歳以上就業者数の割合一全国（平成12年，17年）  

卸売・ 飲食店，医療，  
宿泊業  福祉 サービス業  その他  

▼   ▼  ▼  ▼  
農業  建設業  製造業  運輸業  小売業   
▼  ▼  ▼  ▼  ▼  

平成12年  

80  

（荘1）「その他」に含まれるのは，「林業」，「漁業」，「鉱業」，「電気・ガス・熱供給・水道業」，「情報通信業」，「金融・保険業」，「不動産業」，  

「教育・学習支援業」，「複合サービス業」，「公務（他に分類されないもの）」及び「分類不能の産業」である。  

（注2） 平成12年は，日本標準産業分類第11回改訂（平成14年3月）に伴う組唇集計結果による。  

3 「労働者派遣業」の就業者数は2倍を超える増加   

医療一福祉分野では就業者数の増加率が大きい業種が多い  

15歳以上就業者の平成12年～17年の増加率を産業小分類（注）（就業者数10万人以  

上）別にみると，「労働者派遣業」が131．1％増と2倍を超える増加となっている。   

また，訪問介護事業などの「その他の社会保険・社会福祉・介護事業」が99．7％増，  
「老人福祉・介護事業（訪問介護事業を除く）」が92．7％増，「障害者福祉事業」が51．3％  

増などとなっており，産業大分類の「医療，福祉」を構成する業種が上位20位のうち  

7つを占めている。（表3－4）  

（注）日本標準産業分類の420の小分類を国勢調査集計用として228区分に再編成した。  

表3－4 就業者数の増加率が大きい産業小分矩上位20位  
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（注1）平成17年の就業者数が10万人未満の産業小分類を除く。  
（注2）太字は，「医療，福祉」に含まれる産業小分類である。  
（注3）平成12年の就業者数は，日本標準産業分類第11回改訂（平成14年3月）に伴う組替集計結果による  
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